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　７月27日（水）、特別養護老人ホーム平寿苑において小学校
児童を対象にした“夏休みふくし探検隊”が行われ、施設や設
備の見学、福祉用具の体験のほか、施設のご利用者とレクリエー
ションで交流しました。児童たちはご利用者との交流の中で、
相手を思いやることの大切さに気付いたようでした。
（ふくし探検隊は２日間行われ、２日目の様子については４ページに掲載
されています。）

自分にできるこ
とを探しに

ひと夏の探検



３ 社協だより

今年度の運動に寄せられた募金の一部は、
平成29年度に横手市内で行う地域福祉活動などに使われます。

横手市社会福祉協議会が行う地域福祉活動

横手市内の団体・事業所等の地域福祉活動及び整備

● いきいきサロン事業…結びつきや支えあいを深めるための地域の居場所づ
くりを支援

● 福祉教育活動推進支援事業…児童生徒の福祉教育活動や地域との交流活動
等の支援

● 福祉出前事業…地域や学校等が開催する福祉に関する講座、研修への支援

横手市内の福祉団体が行う地域福祉活動
● 助成内定団体…朗読ボランティアぬくもりの会、アンサンブル・リベラ、お

はなしぽぽポ、横手地区ボランティア連絡協議会、六星会、
傾聴ボランティアあすなろ、平鹿町ボランティア湧水会

● 助成内定団体…よこて市商工会女性部、ＮＰＯ法人そら

※詳しい使いみちは、横手市共同募金委員会が10月１日に発行する「よこて赤い羽根
だより」をご覧ください。
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福祉団体等が行う

地域福祉活動に

▲ 372,000円 ▲
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２社協だより

● 横手市共同募金委員会からのお知らせ ●

　昭和22年（1947年）、戦後の混迷する社会の中、生活に困った人たちを
救済しようと１回目の「赤い羽根共同募金運動」が行われました。
　そして、平成28年（2016年）。少子高齢化やつながりの希薄化などの問
題を抱えている今、70回目を迎える運動が始まります。
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社会福祉協議会が行う

地域福祉活動に

▲ 8,832,375円 ▲

運動期間

10月1日～12月31日平成28年
～10月は運動強調月間です～

平成28年度

赤い羽根共同募金運動
ご協力をお願いします



５ 社協だより 育てよう 未来を創る 福祉の輪

新町いきいきサロン（平鹿）
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　９月９日（金）、横手・安田原下町内会館に
おいて、横手高校ＪＲＣ同好会の生徒から地区
の高齢者へ冊子の贈呈が行われました。
　これは秋田大学横手分校が主体となって取り
組む「聞き書きボランティア」の一環として行
われたもので、８月に生徒が同会館を訪れ、高
齢者から思い出や昔の生活の様子を聞き、その
人自身が語る“物語”のような文体で冊子にま
とめたものです。
　高齢者から「自分の思い出深い出来事が冊子
となりうれしい」との声があったほか、生徒か
らは「昔の生活や出来事を知ることができ貴重
な体験となった」との感想がありました。
　こうした世代を超えてつながる貴重な機会
を、大学や高校とも協力しながら、各地域に普
及していきたいと考えています。
※平成高校インターアクト部の生徒も平鹿・野田

地区で同様の活動を行いました。

自分たちが作成した冊子を読み上げ、お話しいただいた
方に贈呈しました

聞き書きボランティア 冊子贈呈の会
“聞く”楽しみと“書く”喜びを
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４社協だよりあいさつと えがおでかがやく 明るい未来

　７月27日（水）と８月５日（金）、夏休み中
の小学生と保護者を対象としたふくし探検隊が
行われました。
　１日目は平寿苑において施設見学やご利用者
との交流を行いました。（表紙参照）
　また、２日目は東日本大震災で被害を受けた
大船渡市を訪れ、災害ボランティアセンターの
運営体験やボランティアガイドから当時の様子
や復興状況などの説明を受けました。
　実際に当時の避難ルートも体験しましたが、
狭くて急な階段を上がって高台まで行かなけれ
ばならず、「高齢者などの場合は大変だと思う。
そういう時に助けられる人になりたい」との声
も聞かれました。
　今回の探検隊を契機に、次代を担う子どもた
ちの福祉活動への参画を期待しています。

夏休みふくし探検隊
福祉のこころを育む探検隊

実際に避難した高台まで上がりガイドさんから当時の
様子を伺いました

　８月から９月にかけて、大森地区福祉協力員
会ではお一人暮らし高齢者宅への声かけ訪問活
動を行っています。
　訪問時には、熱中症予防の注意喚起のほか、
生活上の困りごとなどを聞き取りしましたが、
買い物の不便さや移動手段の心配などの声が聞
かれ、改めて地域の生活課題を把握する機会と
なりました。今後はこうした声を大切にし、地
域に必要なサービスや支援活動等の取り組みに
ついて考えていくこととしています。
　なお、訪問先からは「運動期間中に限らず、
いつも声をかけてくれるので安心して生活でき
る」との声も多く、この運動をきっかけとして
日頃の見守りにもつながっており、こうした住
民主体の福祉活動と一緒に「安全・安心な地域
づくり」を進めていきたいと思います。

大森地区福祉協力員会　安全・安心パトロール運動
声かけ訪問で安心をお届け

大　森

交  流  日  記
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粗品をお渡ししながら注意喚起や困りごとの聞き取りを
行いました



７ 社協だより

ありがとうございました
平成28年７月16日～８月31日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次号（12月１日発行予定）
テーマは…「和（わ）」

　家族や友達の絆、地域と
のつながりなどを川柳にし
てみませんか？次回のテー
マは「和（わ）」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成28年11月４日（金）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）
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【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 横手歌謡会 様
● 横城小町 様
● 秋田吟詠会横手教場 様

【雄物川福祉センター受付】
● 大和谷　タ　ヱ 様（大　巻）
　
【十文字福祉センター受付】

● 十文字民生児童委員協議会 様
● 資生堂ジャパン㈱
　　　　　 秋田オフィス 様

【山内福祉センター受付】
● 昔語り つむぎの会　畑　則子 様

【大雄福祉センター受付】
● 大雄コーラスメート 様

【平寿苑受付】
● 松　尾　貴　臣 様（千葉県千葉市）
● 父ちゃんの楽校 様
● アンダンテの会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

【雄水苑受付】
● 高　原　綾　子 様（横手・安田）
● 木　村　順　子 様（横手・駅前町）
● 佐々木　一　美 様（柏　木）
● 遠　藤　桃　子 様（雄物川高校）
● 出　川　奈々子 様（雄物川高校）
● 児　玉　裕　香 様（雄物川高校）
● 佐々木　美　咲 様（雄物川高校）
● 佐　藤　琴　香 様（雄物川高校）
● 佐　藤　二知翔 様（雄物川高校）
● 佐　藤　勇　一 様（南　田）
● 福　岡　順　一 様（南　田）
● 佐　藤　昭　逸 様（東　里）
● 佐々木　　　保 様（造　山）
● 父ちゃんの楽校 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様

● 雄物川町美容組合 様

【憩寿園受付】
● 堀　田　弘　子 様（本　町）
● 渡　部　かおり 様（横手・六ノ口）
● 鈴　木　友里美 様（増田高校）
● 齋　藤　楓　花 様（増田高校）
● 高　階　紀　花 様（増田高校）
● 髙　橋　　　謙 様（二ツ橋）
● 十文字第二小学校４年生 様
● 十文字民生児童委員協議会
　　　　　　　　　　 女性部 様
● 和泉青果 様
● スーパーモールラッキー 様
● おはなし ぽぽポ 様
● アンサンブル・リベラ 様
● ＪＡ秋田ふるさと青年部 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

千
葉
県
の
音
楽
活
動
家
、
松
尾

貴
臣
様
よ
り
平
寿
苑
で
歌
を
披

露
い
た
だ
き
ま
し
た

Q誰でも使えるの？
A判断能力が弱まってきた高齢
者や知的障がい、精神に障がいの
ある方が利用できますが、利用に
は契約が必要になります。

Qどんなことをしてくれるの？
A福祉サービスの利用援助や情報提供、助言を行
います。また、公共料金や家賃支払いなどの日常的
金銭管理や、通帳や年金証書などの重要書類を預か
るサービスも行うことができます。また、サービス
の提供はお住いの地域に配置されている生活支援員
が行います。

 相　談  電話などでご相談ください
 訪問調査  専門員がお宅を訪問しお話

を伺います
 書類作成  本人の希望を伺い必要な書類を作成します
 契　約  申込者と社会福祉協議会で契約をかわします
 サービス開始  生活支援員がサービスを提供します

※援助には利用料（一回 1,500円～）が発生します。

Q成年後見制度とは何が違うの？
A権利擁護事業は本人が社会福祉協議会と契約す
ることでサービスを利用できる事業です。一方、成
年後見制度は家庭裁判所が審判によって選任した
方（後見人等）が、本人の代理となって支援する制
度です。権利擁護事業では行うことができない、財
産管理や不当な契約を解除することもできます。

　

今
回
は
、
就
労
支
援
の
一
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

…
…
… 

＊
＊
＊ 

…
…
… 

＊
＊
＊
…
…
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＊
＊
＊
…
…
…

　

人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
仕

事
を
退
職
し
た
四
十
代
の
男
性
Ａ

さ
ん
の
事
例（
一
部
脚
色
を
し
て
い
ま
す
）

　

窓
口
の
相
談
支
援
員
、
就
労
支

援
員
が
不
安
を
受
け
と
め
寄
り
添

う
“
伴
走
型
”
の
支
援
を
行
う
こ

と
で
、「
で
き
な
い
」
こ
と
が
「
で

き
る
」
よ
う
に
な
り
、
Ａ
さ
ん
の

自
信
回
復
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

…
…
… 

＊
＊
＊ 

…
…
… 

＊
＊
＊
…
…
… 

＊
＊
＊
…
…
…

　

今
後
も
事
例
を
通
じ
て
窓
口
の

支
援
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

６社協だより

得
説く

解く

相談室
地域福祉権利擁護事業

（日常生活自立支援事業）って
どんな事業なの？

横手市くらしの
相談窓口です！

“一人で悩まず、まずはご相談ください”
“あなたの声を聴かせてください”

　

人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
、
不
安
を
感
じ
る
症
状
が
ひ

ど
く
な
り
、
営
業
の
仕
事
を
退

職
し
た
Ａ
さ
ん
。
し
か
し
、
生

活
が
苦
し
く
、
再
就
職
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
人
は
何
事
に
も
ま
じ
め
に

打
ち
込
む
努
力
家
で
あ
っ
た

が
、
細
か
い
事
や
他
人
の
目
が

気
に
な
り
な
か
な
か
外
出
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
な
ど
の
症
状

が
進
行
し
病
院
へ
通
院
。
回
復

の
兆
し
を
自
覚
し
仕
事
を
探
す

意
欲
が
わ
い
て
き
た
の
で
、
医

師
の
勧
め
も
あ
り
『
く
ら
し
の

相
談
窓
口
』
へ
相
談
し
た
。

　

窓
口
で
は
Ａ
さ
ん
の
状
況
や

希
望
を
聞
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
同
行
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
た
。
徐
々
に
本
人
も
前
向

き
と
な
り
、
結
果
、
新
し
い
仕

事
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、
職
場
環
境
や
不
慣
れ
な

仕
事
へ
の
不
安
が
ま
だ
あ
り
、

Ａ
さ
ん
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
現
在
も
仕
事
へ
の
定
着
に

向
け
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

●
横
手
市
く
ら
し
の
相
談
窓
口
●

横
手
市
役
所
本
庁
舎
１
階
９
番
窓
口

☎
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次回は…「福祉の資金貸付事業ってなに？」

権利擁護事業に関する
　　ご相談・お問い合わせは、
「県南地区福祉生活サポート
　　センター（本部地域福祉課内）」

（☎36-5377）まで

利用まで…



８社協だより

「ふくしな人たち」は地域で福祉活動や社会貢献を行っている方や団体、企業など、
また自立更生や生きがいづくり等に努められている方々を紹介します。

　増田地域老人クラブ連合会の文化活動の一つ
として、同連合会会長を隊長として平成27年
に結成された「おもしろ隊」。各地域のいきい
きサロンやミニデイサービス、福祉施設などで
オリジナルの寸劇と歌や踊りを披露するボラン
ティア活動を行っています。
　同隊の寸劇は、消費者被害から高齢者を守る
ために注意を呼びかける内容のほか、家族愛を
テーマとした人間模様を描いた内容など、ユー
モアあふれるセリフやアドリブ、コミカルな動
きで伝えています。誰にでもわかりやすく、親
しみやすい内容の劇は大変好評を得ており、各

方面からの出演依頼も多くなっています。
　劇に出演する傍ら脚本も手がける高橋春子さ
んは「見ていただいた方が楽しく笑顔になり、
心が救われる人が一人でもいてくれることを
願っています」と、明るい地域づくりを心がけ
ながら活動されています。
　「おもしろ隊」の活動が、高齢者の健康増進
や地域を元気にする取り組みとして、益々発展
していくことを期待しています。

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

ふ し 人く な たち

増田地域老人クラブ連合会
おもしろ隊

増 田

社会問題をコミカルな演出で楽しく、わかりやすく
伝える劇は大変好評です

こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協
会
費
を

活
用
し
て
発
行
し
て
い
ま
す

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
百
貨
店
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
企
業
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
企
業
に
と
っ
て
は
共
同
募
金
と
の
連
携
に
よ
り
販
売

促
進
や
地
域
貢
献
に
つ
な
が
り
、
顧
客
は
負
担
な
く

募
金
活
動
に
参
加
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

◆
対
象
／
企
業
、
事
業
所
、
商
店
、
福
祉
団
体
な
ど

◆
募
集
期
間
／
随
時

◆
内
容
／
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
の
協
働
に
よ
り
寄
付

つ
き
商
品
の
販
売
や
企
画
を
行
う
。

　
例 

特
定
商
品
を
一
個
販
売
す
る
毎
に
10
円
を
寄
付

　
　

 

一
定
期
間
中
の
売
上
の
５
％
を
寄
付

◆
問
い
合
わ
せ
／
横
手
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

（
本
部
地
域
福
祉
課
内
）
☎
36
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お
知
ら
せ
ノ
ー
ト

横
手
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

赤
い
羽
根
共
同
募
金「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　本会が運営する特別養護老人ホームやデイサービスで
働く介護職員を募集しています。

※詳細については下記へお問い合わせください。

介護職員募集

● お問い合わせ ● 本部総務課 ☎ 36－5377　人事担当：佐藤

横手市社会福祉大会のご案内
第12回

日時 13時～16時10 12月 日 水
会場 秋田ふるさと村・ドーム劇場

【式　　典】各種表彰、大会宣言
【実践発表】「小松川地区のみんなで支えあう

地域活動」
【講　　演】「生涯現役を目指す！健康術」
　　　　　　 ～笑いと健康はエアリハで～

“お笑い理学療法士”日
ひ

向
なた

亭
てい

葵
あおい

氏

内　　容

どなたでも参加できます。 入場無料


